
（通算第 回）

令和 年　 第 回京丹後市議会 （ 月定例会）代表・一般質問通告表

１　市長が掲げているマニフェストの進捗状況について

　（１）　ふるさと納税3倍プロジェクト「かせぐ」

　（２）　定住促進奨学金返還支援事業「はぐくむ」

　（３）　丹後震災記念館の耐震化及び利活用「ささえる」

　（４）　山陰近畿自動車道・大宮峰山道路の進捗状況及び（仮称）大宮・峰山ICの名称「つなぐ」

　（５）　マニフェスト全体を通して

１　暮らし最優先の緊急対策を

　（１）　物価高騰対策は、生活保障を軸とした対策の強化を

　（２）　生活保護費の削減分の復元と引き上げ

　（３）　消費税５％減税、インボイス廃止

２　産業振興策を強化し地域経済の再生を

　（１）　コメの安定供給へ減反から増産へ政策転換を

　（２）　小規模農家を支える施策の強化を

　（３）　農業の諸課題（雪害、渇水、鳥獣害）を解決し振興を

　（４）　トリ貝養殖の被害と救済対策を

　（５）　再生可能エネルギーの導入と地域経済の循環を

３　子育て環境の拡充

　（１）　不登校の要因と現状について

　（２）　不登校児が安心して過ごせる居場所づくりや、早期発見・相談の体制の拡充を

　（３）　保育士の加配と処遇改善で現場の負担軽減を

４　公共施設の統廃合や正規職員の削減と市民サービス

　（１）　学校・保育所の統廃合をすすめてきたが影響と課題は何か

　（２）　小規模特認校制度による豊かな自然環境と地域の力を活かした特色ある教育活動の展望

　（３）　正規職員の削減と非正規職員への置き換えの影響と課題は

　（４）　恒常的な業務・職務を担う非正規職員の正規職員化を

５　医療・福祉の拡充

　（１）　老朽化した久美浜病院の早期整備を

　（２）　高齢化による医療・介護需要の増大を支える体制を

答弁を求める者

1
【代表質問】
　翔和会
　　多賀野　一彦
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順位 質問者 質問事項

市長

市長
教育長

市長

市長
教育長

市長
教育長

市長

2
【代表質問】
　日本共産党
　　田中　邦生
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答弁を求める者順位 質問者 質問事項

６　安心・安全な生活環境

　（１）　高齢者が歩いて暮らせる地域拠点を

　（２）　原発被爆データねつ造で安全性の前提が崩れた

　（３）　京都における軍事拠点化と課題

１　持続可能な財政運営と新クリーンセンター計画の誠実な情報開示について

　（１）　財政見通し(令和11年度まで)が限定的な期間に留まっている点について、その後の巨額負担を含めた

　　　誠実な開示を求める

　（２）　約20年前に広域連携を解消し単独整備を選択した経緯と、現在の財政圧迫の因果関係に対する認識を問う

　（３）　地元区との「更新は最後」という信義を守るなら延命はない。現実的な解決策をいつまでに提示するのか

２　地域経済を支える小規模事業者の経営基盤強化と「稼ぐ力」への投資について

　（１）　外部企業との連携やパフォーマンス重視の事業よりも、地域雇用を支える市内小規模事業者への支援を

　　　最優先すべきではないか

　（２）　DX化や労働装備率向上による生産性改善と、それが賃金・市内GDP向上に繋がる具体的な目標値に

　　　ついて問う

　（３）　「行政依存」に陥らせない、事業者の持続的成長を促すための伴走型支援の強化策を問う

３　公共施設マネジメントにおける「出口戦略」の確立と意思決定の迅速化について

　（１）　「検討中」として判断が数年間先送りされている施設に対し、令和8年度において明確な結論を出す

　　　覚悟を問う

　（２）　行政がすべてを抱え込むのではなく、民間への譲渡・売却を前提とした「出口戦略」を具体化し、財政負担を

　　　軽減すべきではないか

　（３）　施設整備にあたって、ふるさと納税という一時的財源に頼りすぎることの持続可能性へのリスクを質す

４　既存ストックを活用した安全で持続可能な「児童館」の実現について

　（１）　交通事故リスクのある商業施設隣接地の購入・新築計画を一旦立ち止まり、既存資産を活かす代替案を

　　　検討すべきではないか

　（２）　廃校となる小学校を「児童館」として再生し、0歳から18歳、さらには高齢者も集う多世代交流拠点とする

　　　提案について

　（３）　スクールバス資産を「移動と遊びの動線」として再定義し、商業エリアと高台の拠点を繋ぐ面的なまちづくり

　　　グランドデザインを求める

市長

市長

3
【代表質問】
　政渓会
　　谷津　伸幸

市長

市長

市長

2
【代表質問】
　日本共産党
　　田中　邦生
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答弁を求める者順位 質問者 質問事項

１　乳幼児から成人まで切れ目のない発達支援について

　（１）　乳幼児からの切れ目ない発達支援という視点で現状の課題についての認識を問う

　（２）　発達支援情報の共有について

２　子育て期の職員が無理なく働き続けられる制度運用について

　（１）　市職員（一般職、病院、保育所・こども園）の子育て支援勤務の状況と課題について

　（２）　教育公務員の子育て支援勤務の状況と課題について

　（３）　制度をさらに使いやすい仕組みにするために

３　誰もが安心して投票ができる選挙にするために

　（１）　選挙ポスター掲示板の設置について

　（２）　投票環境を良くしていくためにできることは

　（３）　ハンディがあっても安心して選挙ができる仕組みを

１　加齢性難聴の補聴器への助成の充実を

　（１）　簡易な聴覚検査の実施を

　（２）　補聴器購入助成の見直しを

２　高齢者のみなさんが安心して暮らせる町に

　（１）　敬老祝い事業のあり方について

　（２）　いろんな制度申し込みのやり方の支援を

　（３）　病院や介護施設などの職員不足についての対応は

３　大雪の中の除雪状況について

　（１）　除雪体制、オペレーターの確保はできたのか

　（２）　除雪の出動の基準はどうなっているか

　（３）　孤立集落の対応は

　（４）　屋根の雪下ろしについて

４　放課後児童クラブについて

　（１）　来年度の入所予定人数は

　（２）　入所基準について、祖父母の年齢制限

1
【一般質問】
　日本共産党
　　橋本　まり子

市長
教育長

市長
教育長

市長
選挙管理委員長

市長

2
【一般質問】
　日本共産党
　　平林　智江美

市長

市長

市長
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答弁を求める者順位 質問者 質問事項

１　丹後絹織物業の最低工賃遵守について

　（１）　家内労働手帳の受託者への交付について市の認識を問う

　（２）　家内労働者への手帳交付の実態はどうか

　（３）　手帳交付は、委託者が、率先して交付すべきと考えるが、市の認識はどうか

　（４）　地域の産業として位置付けるならこれ以上放置できない、市としての認識はどうか

　（５）　調査だけにとどまらず、労働局への要請も含め、まずは、手帳交付が当たり前になるような働きかけが

　　　必要だと思うが、いかがか

２　地域経済の活性化のために

　（１）　現行の住宅リフォーム等の助成制度をひろく市民が利用できるよう拡充するべきではないか

　（２）　地元業者が請け負って行う住宅リフォームは経済循環の面でも意味があるのではないか

１　子どもたちの自己表現を豊かにするための軽音楽活用について

　（１）　不登校や生きづらさを抱える児童生徒に対し、学校・家庭以外の「第３の居場所」としての機能をいかに

　　　強化・確保していくか

　（２）　楽器演奏や合奏を「言葉に頼らない自己表現の手段」として位置づけ、自己肯定感や非認知能力の育成に

　　　果たす教育的価値をどう評価するか

　（３）　地方において軽音楽等に触れる機会が不足している現状を文化芸術における「体験の格差」と捉え、その

　　　是正に教育行政としてどう向き合うか

　（４）　既存の部活動展開や地域資源・公共施設の活用等により、子どもたちが音楽で自己表現できる持続可能な

　　　環境整備とモデル構築をどう進めるか

１　まちを照らす光りとなれ

　（１）　第３次京丹後市スポーツ推進計画について

　（２）　現代ニーズに対応したスポーツ環境整備について

１　本市の医療体制の維持と市立久美浜病院整備について

　（１）　医師不足の現状認識について問う

　（２）　医師確保対策について問う

　（３）　市立久美浜病院の整備に向けた検討状況について問う

　（４）　市長の任期が残り約２年となる中で、本市の医療体制をどのように維持し、市立久美浜病院の整備に

　　　ついてどこまで具体化を進めるのか、中山市長の決意と方針を問う

6
【一般質問】
　政渓会
　　和田　晋

市長

市長

4
【一般質問】
　翔和会
　　山本　佑太

教育長

5
【一般質問】
　翔和会
　　由利　彰基

教育長

3
【一般質問】
　日本共産党
　　源　進一

市長
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答弁を求める者順位 質問者 質問事項

１　市長のまちづくり施策（都市機能構想）における中心市街地のあり方について

　（１）　中心市街地とは、どのようなところなのか

　（２）　京丹後市の中心市街地はどこか

　（３）　中心市街地の現状を市長としてどのように認識しているのか

　（４）　京都銀行峰山支店周辺から御旅市場周辺の地域振興策が必要であると考えるが、市長の見解を伺う

２　除雪による市道の道路啓開について

　（１）　市道から取り除いた雪の捨て場所について

　（２）　京都丹後鉄道踏切付近の除雪について

１　公営プールのあり方について

　（１）　提言を受けて

　（２）　学校プールについて

　（３）　健康増進リハビリの活用は

２　農業委員会の提言を受けて

　（１）　有害鳥獣対策について

　（２）　持続可能な農業経営について

３　今後の小中学校適正配置について

　（１）　義務教育学校について

１　教育のまち京丹後の実現へ

　（１）　本市が目指す教育目標とそのための学校環境とは

　（２）　その環境を整えるための施策は十分か

　（３）　「教育職員の働き方改革推進及び業務量管理・健康確保措置実施計画」について

　（４）　教育長の考える「やりがい」と、やりがいを高めるための施策とは

　（５）　育児等による時短勤務者の業務量管理について課題認識と改善策は

　（６）　府計画では「各学校においては、管理職によるマネジメントにより、それぞれの学校の目指す方向性を

　　　踏まえて働き方改革を検討・実行すること」とあるが、現状管理職に負担が大きい状況で、どのように実現

　　　していくのか。また、「授業について9割がやりがいを感じている」（府計画）とあるが、本来授業を持たない

　　　管理職の教員にとって、やりがいとはどのように設定し、施策化していくのか

　（７）　教職員が自己研鑽できる機会の確保や、専門性の高い業務に集中できる環境づくりに向けて、具体的

　　　にはどのような施策がなされるか

　（８）　業務の３分類を整理、運用、調整は、学校ではなく教育委員会が行うべき。責任ある運用を求める

8
【一般質問】
　政渓会
　　池田　惠一

教育長

9
【一般質問】
　　鳴海　公軌

市長
教育長

市長

7
【一般質問】
　政渓会
　　吉岡　正一

市長

市長

教育長
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答弁を求める者順位 質問者 質問事項

　（９）　天理市ほっとステーションの取り組みを参考に、学校に関わる諸問題の解決のための専門家チームにより、

　　　各学校での対応を引き取っていくことで、学校教職員がより適正な業務量で教育活動に専念できると考える

　　　が、見解は

　（１０）　グローバル人材や「やりがい」というポジティブな推進力は否定しないが、基本的な労働環境の整備が

　　　土台となりより強い推進力をうむと考える。十分な施策化を求める

２　都市拠点施設建設によるエリア価値への影響と、これまでに建設されてきた公共施設の除却・活用を問う

　（１）　エリア価値を高める公共投資としての効果をどのように見込むか。都市拠点エリアの地価や固定資産

　　　評価額の変化をどう見込むか

　（２）　民間サービスの集積をどのように目標化しうるか

　（３）　若者回復率の改善にどう寄与するか

　（４）　出生数をどの程度高めると考えるか

　（５）　再検討にあたり、財政的懸念をどのように精査されたか

　（６）　事業費の上振れの可能性はどう想定しているか

　（７）　峰山地域公民館の図書館跡地はどうするか

　（８）　峰山図書館は建設から40年未満（H30年時点）でなぜ、老朽化や利便性が問題になったのか

　（９）　行財政改革大綱に基づく公共施設管理に関する計画目標では管理施設数を465施設に減らすとしたが、

　　　実状とその背景は

　（１０）　既存施設の除却と活用の実現が、将来のまちづくりへの負担を減らす「投資」と考えるが、見解を

１　消防団員制度について

　（１）　消防団に対する理解の促進と環境整備

　（２）　組織の維新と持続可能な運営

２　職員の働き方改革と職場環境の整備について

　（１）　業務効率化とDXの推進状況

　（２）　健康管理と地域貢献への促進

　（３）　カスタマーハラスメント対策の確立

市長

市長
教育長

10
【一般質問】
　　佐久間　仁美

9
【一般質問】
　　鳴海　公軌

教育長

市長
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答弁を求める者順位 質問者 質問事項

１　都市拠点について市の認識を問う

　（１）　都市拠点について

２　市政の諸課題について

　（１）　静の里施設について

　（２）　シカ対策について

３　米軍・自衛隊等に関わる問題

　（１）　自衛隊統合演習について

　（２）　水質検査について

　（３）　発電機が1/24（土）夜の雷で臨時稼働し、2/6（金）まで続いた。その事情は

　（４）　平和都市宣言について

　（５）　特別注視区域について

11
【一般質問】
　　永井　友昭

市長

市長

市長
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